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第
29
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

一
〇
月
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

      
 
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

     

剣
持
章
行
と
花
香
安
精
の
碑 

一
、
は
じ
め
に 

九
月
二
十
四
日
、
い
つ
か
は
見
学
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
剣
持
章
行(

一
七
九
〇
～
一
八
七
一)
の

碑
を
見
学
す
べ
く
意
を
決
し
て
出
掛
け
ま
し
た
。 

行
き
先
は
千
葉
県
旭
市
鏑
木
。
自
宅
か
ら
は
中

央
高
速
・
首
都
高
・
東
関
東
道
と
高
速
を
走
り
、

そ
れ
か
ら
一
般
道
。
房
総
の
算
者
・
花
香
安
精(

一

七
八
三
～
一
八
四
二)

の
碑
も
つ
い
で
に
見
学
。朝

六
時
に
家
を
出
て330

㎞
走
り
ま
し
た
。 

 

二
、
剣
持
章
行
の
碑 

 

鏑
木
の
妙
経
寺
に
碑
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ

の
住
所
を
カ
ー
ナ
ビ
に
セ
ッ
ト
し
よ
う
と
し
た
ら

「
該
当
な
し
」
の
た
め
、
思
い
こ
み
で
近
く
の
場

所
を
セ
ッ
ト
し
て
行
っ
た
ら
こ
れ
が
間
違
い
の
元
。

結
局
三
回
も
降
車
し
て
聞
く
羽
目
に
。 

 

何
と
か
碑
の
あ
る
場
所
に
辿
り
着
き
ま
し
た
が
、

丁
度
居
合
わ
せ
た
人
に
伺
っ
た
ら
、
そ
こ
は
鏑
木

山
願
勝
寺
の
墓
地
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
妙
経
寺
墓

地
の
中
心
か

ら
少
し
外
れ

て
い
ま
し
た
。

碑
の
直
ぐ
近

く
に
山
崎
家

の
墓
地
も
あ

り
、
そ
こ
に

は
剣
持
の
小

さ
な
墓
も
あ

り
ま
し
た
。

碑
も
墓
も
昭

和
八
年
四
月
に
古
城
村
教
育
会
の
建
立
で
す
。 

 

碑
の
表
に
林
鶴
一
揮
毫
の「
剣
持
章
行
先
生
碑
」

と
あ
り
、裏
に
は
次
の
よ
う
な
撰
文
が
あ
り
ま
す
。 

 

先
生
諱
章
行
號
豫
山
剣
持
氏
群
馬
縣
吾
妻
郡
澤

田
村
澤
渡
人
幼
好
」 

数
術
及
長
奮
然
立
志
譲
家
於
弟
従
小
野
榮
重
研

鑽
不
懈
竟
継
其
統
」 

尋
学
日
下
誠
内
田
五
観
造
詣
愈
深
於
是
執
贄
師

事
者
遍
常
野
武
総
」 

其
数
亦
及
千
有
余
人
之
多
是
可
以
知
爲
算
学
泰

斗
矣
先
生
特
愛
我
」 

邑
山
崎
青
渓
屡
来
提
撕
與
其
免
許
偶
寄
寓
数
日

病
而
歿
時
明
治
四
」 

年
六
月
十
日
也
距
生
寛
政
二
年
十
一
月
三
日
享

年
八
十
有
二
葬
山
」 

崎
氏
先
塋
之
次
先
生
爲
人
沈
重
寡
黙
温
厚
篤
実

而
不
求
産
不
娶
妻
」 

眞
可
謂
篤
学
之
士
所
著
有
探
賾
算
法
算
法
開
蘊

量
地
圓
起
方
成
等
」 

十
数
巻
行
於
世
其
他
未
刊
者
八
十
餘
部
皆
蔵
家

云
而
先
生
終
焉
之
」 

地
僅
存
一
小
佛
石
殆
無
由
于
知
適
我
教
育
會
調

査
史
蹟
発
見
之
若
」 

夫
今
而
不
表
則
其
跡
亦
将
湮
滅
於
是
乎
同
會
奮

起
募
有
志
義
金
建
」 

碑
勒
其
梗
概
以
傳
之
後
云
」 

  

昭
和
八
年
四
月
上
浣      

香
南
高
木
卯
之
助

撰
文
拝
書
」 

    

東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授
林
鶴
一
表
題 

古

城
村
教
育
會
建
立
」 

 

山
崎
家
の
墓
地
の
墓
に
は
正
面
に
「
剣
持
章
行

先
生
墓
」、
右
側
面
に
「
昭
和
八
年
四
月
五
日
」、

左
側
面
に
「
古
城
村
教
育
會
建
之
」
と
あ
り
ま
し

た
。
左
の
墓
に
は
「
明
治
二
十
二
年
旧
三
月
八
日

卒 

行
年
四
十
一
才 

山
崎
平
右
エ
門
」
と
あ
る
の

で
、
こ
の
墓
が
門
人
の
山
崎
青
渓
の
墓
か
と
思
い
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ま
し
た
。 

  

剣
持
章
行
に

つ
い
て
は
既
に

12
号
、
14
号
な

ど
で
述
べ
ま
し

た
が
改
め
て
概

略
を
述
べ
ま
す
。 

 
 

剣

持

章

行

は
通
称
要
七
、

ま
た
は
要
七
郎
、

字
は
成
紀
、豫
山
と
号
し
、任
数
堂
と
も
名
乗
る
。

上
野
国
吾
妻
郡
の
沢
渡
の
農
家
の
出
。
板
鼻
の
小

野
栄
重
に
は
じ
め
学
ん
だ
の
は
文
化
六
年
（
十
八

歳
）
以
前
で
、
文
化
二
年
に
父
を
亡
く
し
農
業
に

精
を
出
し
馬
方
を
し
て
賃
稼
ぎ
を
し
、
余
暇
に
算

学
の
研
究
に
励
ん
だ
。
文
政
十
年(

一
八
二
七)

二

月
に
師
の
栄
重
よ
り
見
・
隠
・
伏
の
三
題
免
許
を

与
え
ら
れ
た
。
章
行
三
十
七
歳
の
時
で
し
た
。
天

保
十
年
の
五
十
歳
の
時
、
内
田
五
観
の
主
宰
す
る

瑪
得
瑪
弟
加(

マ
テ
マ
チ
カ)

（Mathematica

＝
数

学
）
塾
に
入
門
し
て
い
ま
す
。
数
学
を
好
み
、
壮

年
の
頃
よ
り
両
毛
、
両
総
、
常
陸
、
武
蔵
の
各
地

を
遍
歴
し
て
子
弟
の
教
育
に
努
力
し
た
。
特
に
、

常
総
に
は
多
く
の
子
弟
が
育
ち
、
剣
持
が
末
永
く

遊
歴
を
行
う
土
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
四

年
六
月
十
日
、
北
総
の
鏑
木
に
お
い
て
客
死
。
享

年
八
十
二
歳
。
級
数
、
不
定
方
程
式
、
整
係
数
方

程
式
、
定
積
分
表
な
ど
、
他
の
数
学
者
の
意
表
を

つ
く
考
え
を
述
べ
、
多
く
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
。

著
書
に
、『
算
法
圓
理
冰
釈
』
上
下
二
巻
（
天
保
八

年)

序
、
本
書
の
扉
は
岩
井
重
遠
閲
、
山
口
言
信
著

と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
著
者
は
剣
持
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
）、『
探
賾(

た
ん
さ
く)

算
法
』（
天
保

十
一
年
序
）、『
算
法
開
蘊
』
四
巻
（
嘉
永
元
年
序
）、

『
量
地
圓
起
方
成
』
上
下
二
巻
（
嘉
永
六
年
刊
）、

『
検
表
相
場
寄
算
』
二
巻
（
安
政
三
年
刊
）、『
量

地
圓
起
方
成
後
編
』（
安
政
二
年
刊
）、『
算
法
約
術

新
編
』
上
中
下
三
巻
（
文
久
二
年
序
）
の
刊
本
が

あ
り
、
他
に
問
題
の
解
義
書
や
草
稿
類
も
多
い
。 

極
め
て
優
れ
た
和
算
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

三
、
花
香
安
精
の
碑 

花
香
安
精
と
恭
法
に
つ
い
て
は
第
12
号
の
「
長

英
逃
亡
と
和
算
家
」
の
中
で
触
れ
て
い
ま
す
。 

安
精
は
天
明
三
年
生
ま
れ
で
花
香
家
の
養
子
と

な
り
ま
す
。

同
家
は
関

戸
村
の
名

主
。
江
戸

に
出
て
藤

田
嘉
言(

よ

し

と

き)

に

和
算
を
、

石
坂
常
堅

に
暦
算
天

文
を
学
び
、
内
田
五
観
に
も
学
ん
で
い
ま
す
。
天

保
十
三
年
五
月
十
二
日
死
去
。
六
十
歳
。
本
姓
は

高
木
。
字
は
子
詳
。
通
称
は
伝
右
衛
門
。
号
は
椿

園
。
著
作
に
『
算
法
点
竄
法
』
な
ど
。
碑
に
は
上

段
に
「
椿
園
花
香
氏
碑
」
と
あ
り
、
下
に
碑
文
が

び
っ
し
り
書
か
れ
て
い
て
、
天
保
十
五
年
五
月
建

石
。 花

香
恭
法
は
高
野
長
英
の
門
人
で
し
た
。
安
精

の
碑
の
反
対
側

に
大
き
な
「
椿

堂
花
香
恭
法
翁

碑
」
が
あ
り
、

地
元
の
有
力
者

で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。 

  

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

（
以
下
の
文
章
は
『
埼
玉
史
談
』
第
59
巻
第
４
号

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
修
正
（
簡
略
化
等
）
し
た

も
の
で
す
。
二
回
に
分
け
て
本
誌
に
載
せ
ま
す
） 

 

飯
能
の
和
算
家 

石
井
弥
四
郎
和
儀
（
一
） 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

飯
能
市
原
市
場
の
石
井
弥
四
郎
和
儀
（
一
八
〇

四
～
七
一
）
は
江
戸
末
期
の
和
算
家
で
あ
り
、『
合
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八
潮
市

深
谷
市

上
州

　　 　　　　

上
毛

上
毛
算
学
の
祖

栗
島
寅
右
衛
門
精
彌
（

男
衾
郡
竹
澤
邑
：
小
川
町
木
呂
子
）

田
中
與
八
郎
信
直
（

比
企
郡
古
寺
邑
：
小
川
町
下
古
寺
）

馬
場
與
右
衛
門
安
信
（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
根
古
屋
）

小
野
栄
重

和
田
寧

安
島
直
円

日
下
誠

①

①

福
田
重
蔵
（

小
川
町
笠
原
）

久
田
善
八
良
儀
知
（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
小
貝
戸
）

関
孝
和

白
石
長
忠

上
毛
（

甘
楽
郡

南
牧
村
観
能
）

飯
能
市
虎
秀

今
井
兼
庭

黒
沢
理
八
郎
重
栄

(

熊
谷
市

)

　
　

他

市
川
行
英

松
永
良
弼

山
路
主
住

藤
田
貞
資

石
井
彌
四
郎
和
儀
（

高
麗
郡
原
市
場
邑
：
飯
能
市
原
市
場
）

斎
藤
宣
長

①

千
葉
歳
胤

本
多
利
明

岩
井
重
遠

建
部
賢
弘

中
根
元
圭

幸
田
親
盈

上

里

町

金

久

保

荒
木
村
英

類
算
法
』
な
ど
を
著
し
た
関
流
の
遊
歴
和
算
家
市

川
行
英
（
一
八
〇
五
～
五
四
）
の
門
人
で
し
た
。

石
井
和
儀
に
関
し
て
は
、
従
来
、
算
額
を
記
録
し

た
『
算
法
雑
俎(
１)

』
（
文
政
十
三
年
）
と
い
う
書

物
に
子(

ね)

の
権
現
（
天
龍
寺
：
飯
能
市
大
字
南
）

に
奉
額
し
た
で
あ
ろ
う
算
額
の
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
し
か
わ
か
ら
ず
、
生
没
年
さ
え
も
不

明
で
し
た
。 

 

平
成
二
十
三
年
後
半
、
筆
者
は
石
井
和
儀
の
子

孫
の
方
に
数
回
会
う
こ
と
が
で
き
、
石
井
家
に
伝

わ
る
古
文
書
類
の
中
か
ら
、和
算
関
係
の
史
料（
以

下
、
石
井
家
文
書
）
八
種
類
・
計
二
五
〇
頁
ほ
ど

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
市

場
の
西
光
寺
（
廃
寺
）
に
墓
石
の
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
墓
石
か
ら
は
生
没
年
月
日
も
判
明
し
た
。 

 

発
見
し
た
史
料
の
中
に
は
、
東
松
山
市
の
岩
殿

観
音
（
正
法
寺
）
に
か
つ
て
掲
額
さ
れ
て
い
た
「
幻

の
算
額
」
を
書
き
写
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ

の
内
容
と
石
井
和
儀
の
解
い
た
内
容
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の
吉
見
観
音

（
安
楽
寺
）
の
算
額
も
書
き
写
し
て
お
り
、
さ
ら

に
高
崎
市
の
榛
名
神
社
や
於
菊
稲
荷
社
の
算
額
の

記
述
も
あ
り
、
こ
れ
も
写
し
取
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
石
井

和
儀
は
解
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
、
足
取
り
の

一
旦
を
推
測
で
き
る
も
の
で
す
。 

 

発
見
し
た
史
料
に
は
極
限
と
積
分
の
概
念
に
通

じ
る
円
理
に
関
す
る
数
式
が
幾
つ
も
記
述
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
式
は
和
算

で
は
著
名
な
安
島
直
円
等
が
求
め
た
も
の
で
す
が
、

複
雑
な
式
を
間
違
い
な
く
記
述
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
で
き
、
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
に
通
じ
る

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
新
発
見
の
史
料
は
、
埼
玉
北
西
部
の
和

算
家
の
一
次
史
料
の
多
く
が
紛
失
し
て
い
る
中
に

あ
っ
て
貴
重
な
史
料
で
す
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の

史
料
の
概
要
を
中
心
に
紹
介
し
、
飯
能
と
い
う
一

地
方
の
和
算
家
の
遺
し
た
事
績
を
確
認
す
る
こ
と

と
し
た
い
。 

  
 

二
、
石
井
和
儀
の
伝
系 

 

市
川
行
英
・
石
井
和
儀
の
伝
系
は
図

１
に
示
す
よ
う
に
、
関
孝
和
―
荒
木
村

英
―
松
永
良
弼
―
山
路
主
住
―
藤
田
貞

資
―
小
野
栄
重
―
斎
藤
宜
長
―
市
川
行

英
―
石
井
和
儀
（
行
英
は
白
石
長
忠
に

も
師
事
し
て
い
る
の
で
、
山
路
主
住
―

安
島
直
円
―
日
下
誠
―
白
石
長
忠
―
市

川
行
英
―
石
井
和
儀
と
い
う
言
い
方
も

で
き
る
）
と
い
う
も
の
で
、
ま
さ
に
関

流
和
算
の
主
流
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

子
の
権
現
の
算
額
の
問
題（
積
分
問
題
）

を
扱
い
得
た
の
は
こ
の
よ
う
な
有
力
な

伝
系
に
属
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
師
の
市
川
行
英
は
、「
上
毛
人

な
り
。
初
め
業
を
斎
藤
宜
長
に
受
け
、
後
ち
白
石

長
忠
の
門
に
入
り
、
益
々
数
理
の
奥
を
知
り
ぬ
。

天
保
七
年
合
類
算
法
を
著
す(

２)

」、「
上
州
甘
楽
郡

観
能
村
（
現
・
甘
楽
郡
南
牧
村
勧
能
）
の
人
、
故

あ
り
て
郷
里
に
居
つ
ら
く
な
り
、
武
州
あ
た
り
に

来
て
教
授
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
、
川
越
侯
の
知
遇

を
得
た
と
言
は
れ
る
。
此
人
の
門
人
が
武
州
に
散

在
す
る
の
は
其
為
め
で
あ
る(

３)

」
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
御
三
卿
一
橋
家
の
指
南
役
と
な
り
、
武
蔵

川
越
藩
や
忍
藩
の
藩
士
に
も
教
え
ま
し
た
。
と
き

が
わ
町
の
慈
光
寺
観
音
堂
の
算
額
（
現
存
、
但
し

風
化
が
進
み
非
公
開
）
の
掲
額
者
田
中
與
八
郎
信

直
・
馬
場
與
右
衛
門
安
信
・
久
田
善
八
良
儀
知
の

図１ 石井和儀の伝系 
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三
名
や
、
東
松
山
市
の
箭
弓
稲
荷
社
の
算
額
（
非

現
存
）
の
掲
額
者
栗
島(

松
本)

寅
右
衛
門
な
ど
も

石
井
和
儀
と
同
門
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  
 

三
、
石
井
家
文
書 

 

石
井
家
に
伝
わ
る
石
井
和
儀
の
和
算
史
料
は
八

種
類
あ
る
が
そ
の
中
か
ら
主
だ
っ
た
内
容
を
紹
介

し
た
い
（
史
料
は
Ａ
～
Ｆ
と
す
る
）。 

 

（
１
）
石
井
家
文
書
Ａ
（
二
十
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 

（
省
略
） 

  

（
２
）
石
井
家
文
書
Ｂ
（
四
十
頁
） 

 

表
紙
、
内
表
紙
、
目
録
、
裏
表
紙
に
は
次
の
よ

う
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

表
紙 

 

奉
納
改
正
算
法 

全 

   

内
表
紙 

関
流
八
傳
市
川
玉
五
郎
行
英
門
人 

 
 
 
 
 
 

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
弥
四
郎
和
儀 

 
 
 
 
 
 

目
録       

 
 
 
 
 
 

坂
東
十
番
観
世
音
堂
者
一
條 

 
 
 
 
 
 

並
改
正
別
術 

 
 
 
 
 
 

同
十
一
番   
 
  

目
録
終 

   

裏
表
紙 

文
政
十
一
歳 

子
春
解
術 

 
 

坂
東
十
番
観
世
音
堂
と
は
東
松
山
市
の
岩
殿
観

音
（
正
法
寺
）
の
こ
と
で
あ
り
、
同
十
一
番
と
は

比
企
郡
吉
見
町
の
吉
見
観
音
（
安
楽
寺
）
の
こ
と

で
す
。
石
井
和
儀
は
こ
の
両
観
音
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
算
額
の
問
題
を
書
き
写
し
、
算
額
に
載
っ
て

い
る
解
き
方
と
も
う
一
つ
の
別
解
あ
る
い
は
改
正

（
変
形
）
し
た
問
題
を
作
り
、
点
竄
術
（
傍
書
法
）

を
用
い
て
解
い
て
い
ま
す
。「
改
正
算
法
」
と
名
付

け
た
の
は
別
解
も
し
く
は
改
正
し
た
問
題
を
作
っ

た
こ
と
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
。
文
政
十
一
年
（
一

八
二
八
）
春
と
あ
り
、
和
儀
二
十
三
歳
の
と
き
の

も
の
で
す
。 

 

岩
殿
観
音
の
算
額
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
小
高
多
聞
治
重
郷
（
？
～
一
八
三
七
、
享
年
八

十
歳
位
、
紫
竹
（
川
島
町
）
の
人
）
が
掲
額
し
た

も
の
で
す
が
、
岩
殿
観
音
は
明
治
十
一
年
に
火
災

に
遭
っ
て
い
て
こ
の
と
き
焼
失
し
た
可
能
性
も
あ

り
現
存
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
内
容
は
『
額
題
輯

録
』
と
い
う
書
物
か
ら
し
か
確
認
で
き
ま
せ
ん

（『
埼
玉
の
算
額
』
も
『
額
題
輯
録
』
か
ら
引
用
し

て
い
る
）。
そ
の
内
容
は
、「
額
高･･･

」
と
あ
り
、

額
が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
全
文
が
読
み
と
れ
な

か
っ
た
た
め
か
、
図
形
は
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
設
問
も
術
文
も
ご
く
一
部
し
か
記
述
さ
れ
て

い
ず
、
い
わ
ば
「
幻
の
算
額
」
で
し
た
。 

  

こ
の
算
額
を
石
井
和
儀
は
書
き
写
し
て
い
た
ば

か
り
か
、
別
解
も
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

「
幻
の
算
額
」
の
内
容
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、
年
号
や
掲
額
者
の
名
前
な
ど
が
書

き
写
さ
れ
て
い
な
い
の
は
少
々
残
念
な
こ
と
で
す
。

少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
ま
す
。
問
題
は
次
の
図
で

等
円
の
径
が
与
え
ら
れ
た
と
き
に
外
円
と
大
円
、

そ
れ
に
小
円
の
径
を
求
め
る
も
の
で
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。 

（
以
下
次
号
） 
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編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
八
月
中
旬
頃
か
ら
例
年
と
違
っ
て

不
安
定
な
気
候
と
な
り
ま
し
た
。
常
総
市
で
は
鬼

怒
川
が
決
壊
し
て
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
川
の
名
称
は
「
毛
野
川
（
毛
野
河
）」「
衣
川

（
衣
河
）」「
絹
川
（
絹
河
）」「
鬼
怒
川
」
と
変
遷

し
て
き
て
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
見
る
と
水
害
の
歴
史

が
長
い
。鬼
が
何
か
に
怒
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

剣
持
章
行
の
碑
を
や
っ
と
見
学
で
き
ま
し
た
。

剣
持
は
こ
の
地
で
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
終
え
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
碑
を
建
て

た
関
係
者
も
立
派
な
人
達
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

図２ 奉納改正算法の一部 


